
すくすくさかい  販売中

詳細は 8 ページをご覧ください

CONTENT
きらり介護びと …………………………………… 2～3
一般質問 …………………………………………… 4～5
第75回広域連合議会臨時会・第76回広域連合議会定例会
…………………………………………………………… 5
令和５年度　当初予算 ………………………………… 6
介護認定調査員 ………………………………………… 7
広域連合News…………………………………………… 8

CONNECT
坂井地区広域連合広報紙

plus

あわら市と坂井市の架け橋となって

vol.65
2023.3.31



仕
事
の
内
容

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
の
介
護
支
援
専

門
員
（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）
と
し
て
、
在

宅
で
介
護
保
険
を
利
用
さ
れ
る
方
の
相
談

を
受
け
て
い
ま
す
。
ま
た
介
護
保
険
を
利

用
さ
れ
る
際
「
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画

書
」（
ケ
ア
プ
ラ
ン
）
が
必
要
な
た
め
、
自

立
支
援
の
た
め
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、

そ
の
計
画
に
基
づ
い
て
サ
ー
ビ
ス
が
提
供

さ
れ
る
よ
う
、
各
介
護
保
険
事
業
所
と
の

連
絡
・
調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。

介
護
の
仕
事
を
始
め
た
き
っ
か
け

子
供
が
小
学
校
に
上
が
る
タ
イ
ミ
ン
グ

で
知
人
か
ら
「
介
護
の
仕
事
や
っ
て
み
な

い
？
」
と
声
を
か
け
ら
れ
た
の
が
き
っ
か

け
で
す
。
介
護
の
仕
事
は
未
経
験
だ
っ
た

た
め
不
安
が
大
き
か
っ
た
で
す
が
、
未
経

験
分
野
だ
か
ら
こ
そ
「
と
り
あ
え
ず
や
っ

て
み
よ
う
」
と
思
い
始
め
ま
し
た
。

特
に
大
切
だ
と
思
う
こ
と
は
？

コ
ロ
ナ
禍
で
普
段
利
用
し
て
い
る
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
等
が
休
業
と
な
る
こ
と
が
増
え

て
い
ま
す
。
休
業
に
よ
り
、
ご
利
用
者
様

の
心
身
状
態
・
メ
ン
タ
ル
面
、
ご
家
族
様

の
介
護
負
担
の
増
大
な
ど
影
響
は
多
岐
に

わ
た
っ
て
い
ま
す
。
ご
利
用
者
様
・
ご
家

族
様
の
状
態
を
把
握
し
、「
今
、
何
が
必
要

か
？
」「
今
の
自
分
に
で
き
る
こ
と
は
何

か
？
」
を
考
え
、
ご
利
用
者
様
の
A
D
L

（
日
常
生
活
動
作
）
な
ど
が
低
下
し
な
い
よ

う
、
日
々
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

仕
事
の
中
で
大
切
に
し
て
い
る
こ
と

「
笑
顔
で
い
る
こ
と
」
を
心
掛
け
て
い
ま

す
。
相
談
に
来
ら
れ
る
方
は
こ
れ
か
ら
始

ま
る
「
在
宅
介
護
」
に
不
安
を
感
じ
て
お

ら
れ
る
た
め
、「
一
人
で
頑
張
ら
な
く
て
も

い
い
ん
だ
」
と
安
心
し
て
い
た
だ
け
る
対

応
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

や
り
が
い
を
感
じ
る
瞬
間
は
？

「
雲
雀
さ
ん
に
お
願
い
し
て
よ
か
っ
た
」

な
ど
、
感
謝
の
言
葉
を
頂
い
た
時
に
や
り

が
い
を
感
じ
ま
す
。
今
ま
で
閉
じ
こ
も
り

気
味
だ
っ
た
方
が
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

よ
う
に
な
り
、
ご
本
人
様
や
ご
家
族
様
か

ら
「
家
か
ら
出
る
の
嫌
や
っ
た
け
ど
、行
っ

て
見
た
ら
楽
し
い
わ
。
あ
り
が
と
の
」「
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
表
情
が
明
る
く
な
っ
た
」

な
ど
の
言
葉
を
頂
い
た
時
、
私
自
身
も
う

れ
し
く
、
こ
の
仕
事
を
し
て
い
て
よ
か
っ

た
！
と
感
じ
ま
す
。

将
来
の
夢
や
目
標

認
定
社
会
福
祉
士
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
社
会
福
祉
士
基
礎
研
修
Ⅲ
ま
で
は
終

え
た
の
で
す
が
、
研
修
終
了
ま
で
も
う
数

年
か
か
り
そ
う
で
す
。
仕
事
を
し
な
が
ら

の
研
修
受
講
の
た
め
、
大
変
な
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、
あ
わ
ら
市
の
地
域
課
題
に
対

応
で
き
る
介
護
支
援
専
門
員
に
な
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

介
護
の
仕
事
を
目
指
し
て
い
る

人
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

「
介
護
」
と
聞
く
と
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ

を
持
つ
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
ご
利

用
者
様
も
自
分
た
ち
も
笑
顔
に
な
れ
る
素

晴
ら
し
い
職
種
だ
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
ま
す
ま
す
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
職
種
だ

と
思
う
の
で
、
皆
さ
ん
一
緒
に
頑
張
り
ま

し
ょ
う
！

第一線で活躍する介護の
お仕事をしているお二人にイ
ンタビュー
「きらり介護びと」、３回
目のご紹介です。
今回は、金津雲雀ヶ丘寮

の居宅介護支援事業所に勤
務する介護支援専門員の、
渡邊和代さんと、谷口梨紗
さんを紹介します。笑顔が
とっても素敵なお二人です。

介護支援専門員介護支援専門員
渡邊 和代渡邊 和代

介護支援専門員介護支援専門員
谷口 梨紗谷口 梨紗

仕
事
の
内
容

介
護
を
必
要
と
し
て
い
る
方
や
そ
の
ご
家

族
様
の
相
談
に
乗
り
、
自
立
し
た
生
活
を
営

む
た
め
の
適
切
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
提
案
し
て
い
ま
す
。
要
介
護
認

定
の
申
請
手
続
き
や
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
、

介
護
が
適
切
に
受
け
ら
れ
て
い
る
か
定
期
的

に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
訪
問
に
も
伺
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ご
利
用
者
様
が
包
括
的
な
支
援
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
、
介
護
だ
け
で
な
く
医
療
分

野
の
ス
タ
ッ
フ
と
も
連
携
を
図
っ
て
い
ま
す
。

介
護
の
仕
事
を
始
め
た
き
っ
か
け

友
人
が
介
護
の
仕
事
を
し
て
お
り
、
仕
事

の
話
を
聞
く
な
か
で
、
介
護
の
仕
事
に
興
味

を
持
ち
、
や
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

特
に
大
切
だ
と
思
う
こ
と
は
？

ご
利
用
者
様
の
想
い
を
一
番
に
汲
ん
だ

サ
ー
ビ
ス
の
提
案
・
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
を

行
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
介
護
を
さ

れ
て
い
る
ご
家
族
様
の
大
変
さ
を
目
の
当
た

り
に
す
る
と
、
ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
の
提

案
・
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
を
行
え
ば
よ
い
か
と

い
つ
も
悩
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

ま
た
、
山
の
よ
う
な
書
類
作
成
を
す
る
事
も

大
変
な
事
の
一
つ
で
す
。
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会

議
や
そ
の
準
備
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
訪
問
や
事
業

所
と
の
調
整
な
ど
で
業
務
時
間
の
ほ
と
ん
ど
が

埋
ま
っ
て
し
ま
う
の
で
、
書
類
作
成
は
ど
う
し

て
も
後
回
し
に
な
っ
て
し
ま
う
の
が
現
状
で
す
。

仕
事
の
中
で
大
切
に
し
て
い
る
こ
と

介
護
保
険
制
度
は
複
雑
で
分
か
り
に
く
い

部
分
も
多
い
た
め
、
理
解
で
き
る
よ
う
に
分

か
り
や
す
く
説
明
す
る
よ
う
に
心
が
け
て
い

ま
す
。
ま
た
、
ご
利
用
者
様
の
状
況
・
ご
家

族
様
の
状
況
を
よ
く
聞
き
取
り
、
最
適
な
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
な
が
ら
、
い
つ
ま
で
も

住
み
慣
れ
た
ご
自
宅
で
の
生
活
が
続
け
ら
れ

る
よ
う
支
援
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

や
り
が
い
を
感
じ
る
瞬
間
は
？

ご
利
用
者
様
・
ご
家
族
様
と
は
、
一
度

相
談
し
て
終
わ
り
で
は
な
く
、
長
期
的
に
関

わ
っ
て
い
く
な
か
で
、
初
め
て
会
っ
た
時
に

は
な
ん
と
な
く
警
戒
し
て
い
る
よ
う
な
方

が
、
時
間
を
か
け
て
信
頼
関
係
を
築
く
こ
と

で
、
心
を
開
い
て
な
ん
で
も
相
談
し
て
く
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
時
は
嬉
し
く
感
じ
ま
す
。

ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
介

護
負
担
を
感
じ
て
い
る
ご
家
族
様
の
ス
ト
レ

ス
が
少
し
で
も
軽
減
し
て
い
る
姿
を
見
る

と
、
良
か
っ
た
と
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

将
来
の
夢
や
目
標

ご
利
用
者
様
に
と
っ
て
、
よ
り
快
適
な
暮

ら
し
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
介
護
保

険
上
の
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
以
外

の
サ
ー
ビ
ス
や
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
サ
ー
ビ

ス
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
を
継
続
し
、
常

に
ご
利
用
者
様
に
寄
り
添
っ
た
支
援
を
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

介
護
の
仕
事
を
目
指
し
て
い
る

人
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

介
護
の
仕
事
は
、
き
つ
く
て
大
変
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
ん
な
事
ば
か

り
で
は
な
く
、
多
く
の
人
生
の
先
輩
と
関
わ

る
中
で
様
々
な
話
が
聞
け
、
学
べ
る
素
敵
な

仕
事
で
す
。
こ
の
仕
事
に
少
し
で
も
興
味
を

持
っ
て
頂
け
た
な
ら
、
ぜ
ひ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
ほ
し
い
で
す
。

社会福祉法人あわら市社会福祉協議会

あわら市金津雲雀ヶ丘寮

住所:あわら市春宮三丁目28番21号
特別養護老人ホーム入所定員:80名
（多床室:40名、ユニット型個室 :40名）
短期入所定員:20名　通所定員:20名
通所営業時間:9:00～16:30（日曜日と１月１日

が休み）
『高齢者・障害者福祉の向上
に努め地域から信頼される施
設づくりを目指します。』

③
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心の安らぐ
斎苑であるために

辻 人志議員

代官山斎苑の設置年月日、改築年、総事業
費は。

平成18年１月に竣工し今年度で18年目にな
る。総事業費は約７億６千８百万円。これ
まで改築は行っていない。

代官山斎苑の待合室について、利用促進策
を問う。

火葬の際の待ち時間に食事場所として利用
していただいているほか、小規模の通夜・

葬儀などを実施しており、パンフレットを
代官山斎苑や市役所に置くなどして利用率
の向上に努めている。

今後の施設（設備）改修・改築の予定は。

主にこれまで火葬炉と火炉台車の修繕を
行っている。今年度は空調設備の入れ替え
や火葬炉レンガの積み替え工事を実施して
いる。
現在、施設に目立った劣化はないが、今後
も定期的な修繕や整備を実施し、施設を長
く使用できるよう努めていきたい。

介護従事者のための
環境整備を

永井 純一議員

介護従事者や利用者の負担軽減のため、介護
ロボットやDXの活用を強力に進めること。

利用者・介護従事者の負担軽減について、
ロボット、ICT、DXが非常に重要と考えて
いる。生産年齢人口減少の中、負担軽減だ
けでなく事業運営のベースと考えている。
情報を収集しつつ事業所に広めていきたい。

施設経営者は福祉・介護に対する崇高な理
念を持っていると思うが、今一度、他施設
の好事例や福祉は幸福という理念を学ぶ研

修会などを積極的に行ってはどうか。

介護職員の確保、定着について、まずは経
営者の明確な経営理念がベースになる。希
望の持てる職場づくり、魅力向上が重要と
考える。来年度になるが、介護事業所のサー
ビス計画を作成する方々、担当者を対象と
する研修会を開きたい。

介護従事者の方が安心して働けるよう、悩
みの相談や仕事のアドバイスを気軽に受け
られる体制は。

福祉・介護の仕事の相談は県の社会福祉協
議会が担当している。ハローワーク三国で
移動相談会も開催されているので周知を
図っていく。また職場の中で相談がとれる
ようなことを図ってほしい。

介護保険の総合的な
対策について

畑野 麻美子議員

介護保険の負担増をなくしていくため連合長と
して国に声を上げると同時に、広域連合として
の支援をすべき。

利用者増と負担という問題があるが、「高額介
護サービス費」や「特定入所者介護サービス
費」などの負担軽減策がある。
介護サービスの利用が制限されることのないよう
負担軽減の拡大を図ることについて、全国市長
会及び全国介護保険広域化推進会議を通じ、国
に対し、必要な措置を講ずるよう要望している。

フレイル事業の今後の在り方として、東京大学
のフレイルチェックと福井大学の坂井市でモデ

ル事業としているフレイル予防体操教室との協
働をするのかどうか。食事、社会参加、運動
などどのように広めていくのか。

二つの事業をバランスよく取り組むよう坂井市
に働きかけるとともに、市民に選択肢を広げる
ことで、フレイル予防事業を幅広く浸透してい
きたい。

お1人さまが増えていく中、地域共生社会で、
誰もがいつでも行きかうことのできるごちゃま
ぜの居場所づくりが必要。

民間主体の事業で、担い手となる民間側の経
営面あるいは人員面、全体で100名近くの人
員を確保する必要があるなど、いろんな課題
を含め、事業所などに相談しながら、まずは視
察をして検討していく。

介護保険事業者ネットワーク
さかいとの連携をどう進めて
いくのか

北浦 博憲議員

ネットワークさかいに加入している事業者はどれく
らいか。
坂井地区内には、57事業者204事業所があり、
現在、その内、46事業者192事業所が加入して
いる。

キャリアパス制度を採り入れている事業者はどれ
くらいあるのか。
キャリアパス制度の導入が算定要件となる、介護
職員処遇改善加算の取得状況をみると、坂井地
区内では、ほぼキャリアパス制度が導入されてい
ると認識している。

ネットワークさかいとの連携を、どう評価してい
るのか。
地域包括ケアシステムの深化推進、特に坂井地
区の在宅医療・介護の連携推進にとって、非常
になくてはならない存在と考えている。毎年「認
知症」、「感染症」、「介護技術の向上」をテー
マとした研修会を、計画的に実施していただい
ており、会員のスキルアップはもとより、あわら市・
坂井市の住民福祉の向上に繋がっているものと
評価をしている。

介護人材の不足など課題への取り組みをネット
ワークさかいと連携し、どのように進めていくのか。
介護人材の確保、育成は喫緊の課題であり、引き
続き、介護人材への対応を含め介護保険制度の
円滑な運用を図るため、ネットワークさかいの皆様
との連携を深めてまいりたいと考えている。

第75回広域連合議会臨時会が12月23日（金）に開
催されました。今回は、２議案が上程され、いずれも
原案のとおり可決されました。

上程議案
●‌�令和４年度坂井地区広域連合一般会計補正予算（第２号）
●‌�令和４年度坂井地区広域連合介護保険特別会計補正予算（第２号）

第76回広域連合議会定例会が２月10日（金）に開催
されました。今回は、７議案が上程され、いずれも原
案のとおり可決されました。
また、次の一般質問が行われました。

上程議案
●‌�令和４年度坂井地区広域連合一般会計補正予算（第３号）
●‌�令和５年度坂井地区広域連合一般会計予算

●‌�令和５度坂井地区広域連合介護保険特別会計予算
●‌�令和５年度坂井地区広域連合代官山墓地特別会計予算
●‌�坂井地区広域連合個人情報の保護に関する法律施行条例
の制定について
●‌�坂井地区広域連合職員の定年等に関する条例等の一部
を改正する等の条例の制定について
●指定管理者の指定について

第76回広域連合議会定例会

第75回広域連合議会臨時会

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問
問

答

答

答

答

答

答

答

答

答

答

答

答
答

「すくすくさかい」の
活用について

川畑 孝治議員

昨年より、多くの物の値上がりが続いており、農業分
野でも肥料の値上げが大きな問題となっている。クリー
ンセンターで製造・販売をしている汚泥発酵肥料「す
くすくさかい」をより多く活用すべきと考える。

現在「すくすくさかい」の購入を希望する人には
１回の販売量が１人５袋までとなっているが、増
やすべきでは。
肥料の販売は、アクアペックスさかい（株）との
契約で生産割合は決まっているが、多くの人に利
用してもらいたいので、見直しをして令和５年４
月から１人10袋での販売を実施する。

市民への情報提供はどのように考えているのか。

広域連合では広報誌を発行しており、３月31日
発行号でお知らせしたい。
また、ホームページにも掲載したいと考えている。

大量に利用したい人には、フレコンバックでの販
売をしては。
これまで実績が無いため、アンケートの実施を考
えている。袋詰め肥料の生産への影響などを考
慮して検証したい。

袋代が高騰しているのではないか、価格の見直
しは考えているのか。
現状では現在の価格での販売が可能だが、今後
さらに袋代が高騰した場合には、値上げについ
て検討が必要になる。

一般質問

問

問

問

問

答

答

答

答

CONNECT+CONNECT+ 45



８時30分～
調査準備

13時30分～
認定調査

11時30分～
調査票作成

令和５年度　当初予算
坂井地区広域連合の令和５年度当初予算の概要を
お知らせします。

坂井地区広域連合には、８名の介護認定調査員が在職し、介護認定申請をしたあわら市、坂井市の人の自
宅等に訪問し、調査を行っています。認定調査員は、全国一律の方法によって、対象者本人やご家族等から心
身の状態に関する聞き取りを行います。

※１ 金額は原則千円未満を四捨五入しています。※２ 比率は小数点第２位以下を四捨五入しています。

広域連合の組織運営、代官山斎苑およびさかいクリーンセンターの維持管理のための会計です。

広域連合の主な事業である介護保険事業のための会計です。

代官山墓地の維持管理のための会計です。

総額6億8,716万5千円

総額118億7,700万8千円

総額232万3千円

一般会計

介護保険特別会計

歳出総額
6億

8,716万5千円

議会費
221万2千円（0.3％）

総務費
6,074万円（8.9％）

民生費
4億2,537万8千円
（61.9％）

衛生費
1億9,653万1千円
（28.6％）

その他230万4千円（0.3％）
　基金積立金　180万4千円
　予備費　　    50万円

歳入総額
6億

8,716万5千円

その他諸収入等
74万9千円（0.1％）

分担金及び負担金 
3億184万3千円
（43.9％）

使用料及び手数料
1,965万6千円（2.9％）

国庫支出金
1億5,957万3千円
（23.2％）

県支出金
7,978万4千円
（11.6％）

財産収入
275万7千円
（0.4％）

繰入金
1億2,280万3千円
（17.9％）

歳入総額
118億

7,700万8千円

その他諸収入等
340万4千円（0.0％）

保険料
26億9,536万
3千円（22.7％）

分担金及び負担金
16億6,728万
4千円（14.0％）

国庫支出金
24億9,596万
6千円（21.0％）

支払基金交付金
31億1,761万
2千円（26.3％）

県支出金
16億4,911万
5千円（13.9％）

繰入金
2億4,826万
4千円（ 2.1％）

歳出総額
118億

7,700万8千円

その他　1億1,138万3千円（0.9％）
　基金積立金　2千円
　諸支出金　　1億988万1千円
　予備費      　150万円 総務費

2億4,419万8千円（2.1％）

保険給付費
112億1,053万9千円（94.4％）

地域支援事業費
3億1,088万8千円（2.6％）

代官山墓地特別会計

歳入総額
232万円3千円

その他
5千円（0.2％）
　財産収入　2千円
　繰越金　　1千円
　諸収入　　2千円

使用料及び手数料
231万8千円（99.8％）

歳出総額
232万3千円

諸支出金　2千円（0.1％）

墓地事業費
232万1千円（99.9％）

予算総額125億6,649万６千円

私たちが伺います  介護認定調査員

12時～
昼食

13時～
調査準備

16時～
調査票作成

９時～
認定調査

出勤し、
認定調査の

準備をします。

帰庁後は、パソコンで

調査票を作成します。
午後の

認定調査の準備をします。

帰庁後は、
パソコンで

調査票を作成
します。

要介護認定の申請
申請の窓口は市役所の介護保険担当課です。申請は、

本人のほか家族でもできます。
右記のところでも申請の依

頼ができます。（更新申請も含
みます）

要介護認定（調査〜判定）
申請すると、訪問調査（広域連合の調査員が自

宅などを訪問して心身の状態を聞き取る）が行わ
れます。
その後、主治医の意見書なども参考に公平な審

査・判定が行われます。

・地域包括支援センター
・居宅介護支援事業者
・介護保険施設
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社
会
福
祉
法
人 
鈴
鹿
福
祉
会 

鈴
鹿
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ム
（
三

重
県
鈴
鹿
市
）
で
は
全
国
で
も
先
進
的
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
、
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
に
つ
い
て
研
修
い
た
し
ま
し
た
。

施
設
内
の
見
学
で
は
、
利
用
者
が
入
居
し
て
い
る
部
屋
に
設
置

し
て
あ
る
見
守
り
支
援
の
カ
メ
ラ
型
セ
ン
サ
ー
や
マ
ッ
ト
系
セ

ン
サ
ー
等
（
個
人
別
に
設
定
）
に
つ
い
て
、
実
際
に
稼
働
し
た

状
況
も
見
せ
て
い
た
だ
き
、
ま
た
、
約
10
種
の
介
護
ロ
ボ
ッ
ト

の
う
ち
い
く
つ
か
、
実
際
に
体
験
し
ま
し
た
。

社
会
福
祉
法
人 

弘
仁
会 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム 

美
里
ヒ

ル
ズ
（
三
重
県
津
市
）
で
は
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
に
つ
い
て
研

修
い
た
し
ま
し
た
。
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
研
修
の
実
習
施
設
と

し
て
、
１
年
間
で
延
べ
３
５
０
日
、
60
～
70
名
の
実
習
生
を

受
け
入
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
で
、
理

想
の
特
別
養
護
施
設
と
し
て
、
全
国
９
，
７
０
０
施
設
の
中

の
58
施
設
に
選
ば
れ
る
な
ど
、
と
て
も
優
れ
た
施
設
で
あ
り
、

全
体
的
に
温
か
み
を
感
じ
る
施
設
で
し
た
。

三
重
中
央
開
発
（
株
）（
三
重
県
伊
賀
市
）
で
は
廃
棄
物
処

理
場
の
見
学
、
災
害
廃
棄
物
処
理
の
現
況
に
つ
い
て
研
修
い
た

し
ま
し
た
。
こ
の
施
設
に
は
、
さ
か
い
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の

し
尿
処
理
の
際
に
出
て
く
る
、
し
渣
（
ゴ
ミ
）
や
沈
砂
（
砂
）

の
処
分
を
委
託
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
研
修
は
大
変
に
有
意
義
で
あ
り
、
今
後
の
坂
井
地

区
の
業
務
実
施
等
に
お
い
て
参
考
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

編
集
後
記

令
和
四
年
度
か
ら
広
報
委
員
会
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と

し
て
、
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
誌
名
を
変
更

し
た
り
、
記
事
の
内
容
を
協
議
し
た
り
と
、
有
意
義
な

時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

春
は
出
会
い
の
季
節
で
す
ね
。
出
会
い
は
人
生
の
中

で
、
財
産
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
一
つ

ひ
と
つ
の
出
会
い
を
大
切
に
し
て
、
笑
顔
で
生
き
て
い

き
た
い
で
す
。
二
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
と
も
坂
井
地
区
広
域
連
合
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。（
髙
）

坂
井
地
区
広
域
連
合
議
会
議
員
視
察
研
修

（
11
月
15
日
、
16
日
）

すくすくさかい（汚泥肥料）を販売しています。
●販売価格	 １袋税込100円　内容量15kg
		  １家族１人まで、４月予約分から
		  最大10袋になりました。
●配布日時	 毎週火曜日、木曜日　９時～12時
●申込方法	 �あらかじめ電話での予約が必要となります。
●問い合わせ	 さかいクリーンセンター
		  坂井市坂井町今井１ー１
		  ☎７２ー２２００

※耕作時期は、お渡しに時間がかかりますの
で、早めのご注文をお願いします。

さかいクリーンセンターからのお知らせ
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